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技術移転部 移転推進室交流チーム長 猪井喜代隆 
 

12 月 14 日(水)～16 日(金)に東京ビッグサイトで開催されたアグリビジネス創出フェア

に、農村工学部門からは、「農地や農業施設を「つくる」、「まもる」そして農村の未来のた

めに「せめる」農村工学技術」として展示を行いました。 
 
「高圧パイプラインの管内圧力変動緩和装置」は、農業用パイプラインに使用されている

小口径の塩化ビニル管(以下、塩ビ管)の疲労破壊を予防するために開発されました。 
会場では、ポスターとモニターでの展示と共に、開発者である田中上級研究員が説明にあた

り来場者の熱心な質問に回答していました。この装置は、実証試験と共に市販も予定してお

り、12 月 9 日に共同開発者である旭有機材株式会社とともにプレスリリースも行っており

ます。 
URL：http://www.naro.affrc.go.jp/publicity_report/press/laboratory/nire/072744.html 
 
また、今回の展示では農村工学部門として、従来から研究している鳥獣害対策、農村の

合意形成などの研究に加え、地域資源の活用と地域の問題の解決の観点から研究を始めた

ジビエなどについて、「ジビエのどこにビジネスチャンスはあるのか?」と題しポスター展

示を行いました。この展示には、唐﨑上級研究員、成岡上級研究員が説明にあたり、多く

の来場者の方からの質問等に答えていました。 
 
また、農村工学研究部門を訪れた農業者などからは、暗渠排水などへの質問などがあ

り、農業農村整備のための実用新技術成果選集などから技術を紹介させていただきまし

た。 
 
農村工学研究部門の研究成果である農家が資材を使わず簡単・迅速に施工できる穿孔暗

渠機「カットドレーン」については、農研機構北海道農業研究センターのプースで模型を

展示していただきました。展示担当者から、ブースにご来場いただいた生産者の方のほぼ

全員が知っていたとの連絡があり、研究成果の普及に手応えを感じることができました。 
 
 

 
 
 
 
圧力変動緩和装置の展示の様子    ポスター展示の様子      カットドレーン(模型を展示) 

「農村工学研究部門メールマガジン」第81号(2016年12月号)




